
 

 

用地支援 

 用地支援の操作を 

簡単なサンプルを用いて 

解説します。 
※解説内容がオプションプログラムの 
説明である場合があります。 
ご了承ください。 

現場作業 

成果作成 準 備 
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1 用地支援の流れ 

本書では、以下の流れで用地支援の操作を解説します。 

準 備 

登記情報提供サービス

からデータ取得 

転写連続図作成 

現場作業 

境界杭設置 

現場情報（観測データ、

写真、音声など）の収集 

成果作成 

座標化、地番作成 

点の記作成 

用地実測図の作成 
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登記情報提供サービス取込み（土地）はオプションプログラムです。 

2 準備 

ONE で準備を行います。 

準 備 

登記情報提供サービス

からデータ取得 

転写連続図作成 

登記情報提供サービスのデータ（PDF）から登記情報を取り込みます。 

2 

［作業の選択］タブ－［メイン］グループ－

［地番管理］をクリックします。 
1 
 

［データ書込み］グループ－［登記情報サ

ービス］をクリックします。 
2 

2 - 1  
 

登記情報提供サービスからデータを取得する 

1 
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9 

登記情報提供サービスのデータ 

（PDF）が保存されているフォルダー 

を設定します。 

3 

6 

3 

4 

5 

7 

9 
 

 

8 

10 

11 

13 

12 

読み込むファイルのチェックをオン

にします。 
4 

全部事項の所在が存する都道府県 

を選択します。 
5 

［解析］をクリックします。 6 

解析された情報を確認して、［閉じる］ 

をクリックします。 
7 

取り込まれる地番登録情報を

確認します。 
8 

［地番登録］をクリックします。 

10 ［はい］をクリックします。 

11 ［OK］をクリックします。 

12 ［登録済み］に「○」と表示されてい

ることを確認します。 

13 ［閉じる］をクリックします。 
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3 

2 

2 - 2  
 

転写連続図を作成する 
［CAD］で公図（ラスタ）を配置して、転写連続図を作成します。 

［メイン］グループ－［現場］をクリックしま

す。 
1 
 

［CAD］の作業データを新規作成する 

［アプリケーション］グループ－［CAD］を

クリックします。 
2 

［新規作成］をクリックします。 3
 

公図（ラスタ）を配置する 

［ホーム］タブ－［汎用作図］グループ－

［ラスタ・写真配置］－［配置］をクリックし

ます。 

1 
 

2 
［ファイル］をクリックします。 2 

1 

1 
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9 

配置する公図（ラスタ）を選択します。 3 

3 

6 

4 

7 

5 

8 

9 

 

［開く］をクリックします。 4 

配置方法を選択します。 5 

基準点をクリックします。 6 

［OK］をクリックします。 7 

配置基準点をクリックします。 8 

［キャンセル］をクリックします。 



  

6 

1 ［専用作図］タブをクリックします。 

［測量］グループ－［用地支援］をクリック

します。 
2 

転写連続図に用地情報を配置する 

3 

5 

4 

［転写連続図に用地情報配置］をクリッ

クします。 
3 

地番の抽出条件を設定します。 4 

［抽出実行］をクリックします。 5 

1 

2 
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モノクロラスタのみ対象です。 

カラーラスタはモノクロ化が必要

です。 

［ラスタ指定］で、ラスタの閉合 

領域を自動的に取得するには、 

ラスタベクタ個別変換オプション

が必要です。 

［追加］を選択します。 

ここでは、閉合図形のラスタを指定する

ので、「閉合図形」を選択して、［ラスタ指

定］のチェックをオンにします。 

6 

7 

6 

抽出した地番が

表示されます。 

地番情報を追加する地番を選択します。 7 

地番情報を追加する閉合図形をクリック

します。 

8 

選択した地番の地番情報

が表示されます。 

指定した閉合図形に地番情報が

追加されて表示されます。 

8 



  

8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

同様に⑦⑧の操作を繰り返

して他の閉合図形にも地番

情報を追加します。 

9 

地番情報の追加が完了したら、 

［終了］をクリックします。 

11 

11 次の手順を確認して［終了］

をクリックします。 

［地番項目］［文字設定］で、配置できる

地番情報の順番や間隔、並び（縦横）、

文字サイズや引き出し線のサイズ、種類

などの設定が可能です。 

ここで配置した地番形状と地番情報を使って、用地登録を

自動化することができます。（用地登録については、「4成果

作成」－「4-6地番を作成する」（P.34）を参照してください。） 

9 

10 
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2 - 3  
 

データを保存する 
データを保存します。 
 

［ファイル］タブをクリックします。 1 

1 

2 

5 

4 

6 

［名前を付けて保存］をクリックします。 2 

保存する工区を指定します。 3 

現場名を入力します。 4 

［保存］をクリックします。 5 

［OK］をクリックします。 6 

3 
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2 - 4  
 

ONE と ＣＩＭＰＨＯＮＹ を連携する 
ONE と ＣＩＭＰＨＯＮＹ を連携します。 
 

ＣＩＭＰＨＯＮＹを使用するときは、［共通］タブ－［設定］グループ－［ＣＩＭＰＨＯＮＹ設定］－［アクセス設定］

をおこなってください。 

 

 

3 

4 

［共通］タブをクリックします。 1 

［連携］グループ－［ＣＩＭＰＨＯＮＹ］－

［同期］をクリックします。 
 

 

2 

［新規現場追加］をクリックします。 3 

［次へ］をクリックします。 4
 

1 

2 
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7 

5 

6 

現場データの情報を入力します。 

ここでは、現場名を入力します。 
5 

8 

9 

作業データの情報を入力します。 

ここでは、作業データ名を入力します。 
 

6 

［次へ］をクリックします。 
 

7 

現場データの情報、作業データの情報 

を確認して、［実行］をクリックします。 
 

8 

［OK］をクリックします。 
 

9 
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3 現場作業 

TREND-FＩＥＬＤとＣＩＭＰＨＯＮＹを連携して、ONEのデータを取り込み、現場作業を行います。 

現場作業 

境界杭設置 

現場情報（観測データ、

写真、音声など）の収集 
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ＣＩＭＰＨＯＮＹを使用するときは、［ファイル］－［ＣＩＭＰＨＯＮＹ連携］－［アクセス設定］をおこなってください。 

 

3 - 1  
 

TREND-FＩＥＬＤ と ＣＩＭＰＨＯＮＹ を連携する 

TREND-FＩＥＬＤ と ＣＩＭＰＨＯＮＹ を連携します。 

［メニュー］をタップします。 1 
 

1 

2 

3 

4 

［ファイル］をタップします。 2 

［CIMPHONY連携］をタッ

プします。 
3 

［同期］をタップします。 4 

6 

5 

同期する現場データをタッ

プします。 
5 

［次へ］をタップします。 6 
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10 

同期する作業データをタッ

プします。 
7 

8 

7 ［次へ］をタップします。 8 

9 

ONE で作成したデータがCIMPHONY連携

で、TREND-FＩＥＬＤに取り込まれます。 

同期する現場データの情報、 

作業データの情報を確認 

して、［実行］をタップします。 

9 

［OK］をタップします。 

10 
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3 - 2  
 

境界杭を設置する 
境界杭を設置します。 

［観測パネル］をタップします。 1 
 

1 

2 

3 

4 

5 

［現況］をタップします。 2 

［境界点］をタップします。 3 

［用地支援］をフリックして、

［用地支援］を選択します。 
4 

［境界杭設置］をタップします。 5 
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10 

10 

杭が設置されます。 

7 

9 

TSの接続先を選択します。 

ここでは［デモ］を選択しま

す。 

 

接続設定ダイアログを次回

以降表示しない場合は、［次

回以降表示しない］をオン、

もしくは［観測条件設定］コマ

ンドの［丸め・動作］タブで

［毎回簡単接続を表示する］

をオフにします。 

6 

6 

［境界杭］をタップします。 8 

杭名を入力します。 9 

境界杭の設置位置をタップ

します。 

［OK］をタップします。 7 

8 
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2 

3 

1 

3 - 3  
 

境界杭を観測する 
設置した境界杭を観測します。 
TREND-FIELDにTSを接続して観測を行うと観測値は自動で取り込まれます。 
 

［器械点設置］をタップします。 1 
 

器械点をタップします。 2 

後視点をタップします。 3 



  

18 

観測済みの杭には緑色のピン

が表示されます。 

6 

5 

4 

7 

8 

11 

10 

9 

10 

［観測］をタップします。 4 

後視点の水平角、鉛直角

を入力します。 
5 

［OK］をタップします。 6 

［観測杭］をタップします。 7 

観測する境界杭をタップ

します。 
8 

［観測］をタップします。 9 

水平角、鉛直角、斜距離を

入力します。 

11 ［OK］をタップします。 
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3 - 4  
 

写真を撮影する 
写真を撮影します。（コンピュータにカメラ機能がある場合に有効です。） 
本書では、設置・観測済みの杭「K4」の写真を撮影する操作を解説します。 
 

［リンク］をタップします。 1 
 

［リンク対象］で「K4」を選択

します。 
2 

［写真］をタップします。 3 

写真を撮影して、登録します。 4 

写真を追加するエリアをタッ

プします。 
5 

［選択］をタップします。 6 

1 

3 

2 

カメラで写真を撮影して、登録します。 
4 

5 

6 

リンク情報が追加された杭の 

ピンは赤色で表示されます。 

観測済みの杭のピンは緑と赤で 

表示されます。 
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3 - 5  
 

音声を録音する 

［リンク］をタップします。 1 
 

音声を録音します。（コンピュータに録音機能がある場合に有効です。） 

本書では、設置・観測済みの杭「K4」に音声を録音する操作を解説します。 

［リンク対象］で「K4」を選択

します。 
2 

［音声］をタップします。 3 

［録音］をタップします。 4 

［停止］をタップします。 5 

［登録］をタップします。 6 

音声を追加するエリアをタッ

プします。 
7 

［選択］をタップします。 8 

4 

6 

1 

3 

2 

5 

7 

8 
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3 - 6  
 

メモ書きを入力する 
メモ書きを入力します。 
本書では、設置・観測済みの杭「K4」にメモ書きを入力する操作を解説します。 
 

［リンク］をタップします。 1 
 

［リンク対象］で「K4」を選

択します。 
2 

［テキスト］をタップします。 3 

メモ書きを入力します。 4 

［登録］をタップします。 5 

メモ書きを登録するエリアを

タップします。 
6 

［選択］をタップします。 7 

5 

4 

1 

3 

2 

6 

7 
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3 - 7  
 

他の境界杭設置・観測する 
同様に、他の境界杭を設置して、観測します。 
 

同様に、他の境界杭を設置

して、観測します。 
1 
 

作業を完了したら、［終了］

をタップします。 
 

2 

［独立杭］とは地番を構成

しない杭で任意の位置に

設置可能です。 

隣接する道路の一部など

境界以外に測定したい点

がある場合は、［独立杭］

を使用してください。 

次の手順を確認して［終了］

をタップします。 
 

3 

1 

2 

3 
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1 

3 - 8  
 

データを保存する 
データを保存します。 

［名前を付けて保存］をタップ

します。 
 

1 
 

3 

2 

ファイル名を入力します。 2 

［保存］をタップします。 3 
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3 - 9  
 

ＴＲＥＮＤ-ＦＩＥＬＤ と ＣＩＭＰＨＯＮＹ のデータを同期する 
ＴＲＥＮＤ-FＩＥＬＤ と ＣＩＭＰＨＯＮＹ のデータを同期します。 
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［メニュー］をタップします。 1 
 

［ファイル］をタップします。 2 

［CIMPHONY連携］をタップ

します。 
3 

［同期］をタップします。 4 

同期を行う現場データ

の情報、作業データの情

報を確認します。 
 

5 

［実行］をタップします。 
 

6 

［OK］をタップします。 
 

7 

1 

3 

4 

2 

6 

5 

7 
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4 成果作成 

ONEとＣＩＭＰＨＯＮＹを連携して、TREND-FＩＥＬＤのデータを取り込み、成果を作成します。 

成果作成 

座標化、地番作成 

点の記作成 

用地実測図の作成 
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4 - 1  
 

ＣＩＭＰＨＯＮＹ から ＴＲＥＮＤ-ＦＩＥＬＤ の観測データを取り込む 

ＣＩＭＰＨＯＮＹ から TREND-ＦＩＥＬＤ の観測データを取り込みます。 

［作業の選択］タブ－ 

［アプリケーション］グループ－ 

［電子野帳］－［電子野帳取込］を 

クリックします。 

1 

［新規作成］をクリックします。 2 

［CIMPHONY］をクリックします。 3 

同期する現場データを選択します。 4 

［次へ］をクリックします。 5 

3 

4 

5 

1 

2 
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8 

9 

同期する作業データを選択します。 6 

同期する現場データの情報、作業デ

ータの情報を確認して［実行］をクリッ

クします。 
 

6 

7 

9 

［次へ］をクリックします。 7 

［OK］をクリックします。 
 

8 
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4 - 2  
 

トラバース計算をする 
 トラバース計算をします。 

［手簿データ］タブ－ 

［データ書込み］グループ－ 

［トラバース計算に移動］をクリッ

クします。 

1 

確認のメッセージが表示されます

ので、［OK］をクリックします。 
2 

［OK］をクリックします。 3 

2 

3 

1 
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［観測データ］ステージをクリック 

します。 
4 

6 

5 

標高計算、距離入力形式、初点

向角、モードを設定します。 
5 

［次へ］をクリックします。 6 

初点、初点後視点を入力します。 7 

［完了］をクリックします。 8 

4 

7 

8 
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4 - 3  
 

座標を登録する 
 

開始点番を確認して、［OK］を

クリックします。 
9 

9 

座標を登録します。 

［観測データ］タブ－［登録］グ

ループ－［登録］をクリックしま

す。 

1 

2 

プロットマークを確認して、［OK］

をクリックします。 
2 

1 
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3 

リンクデータがある座標には

赤色のピンが表示されます。 

1 

2 

4 - 4  
 

データを保存する 
 データを保存します。 

［ファイル］タブをクリックします。 1 

［上書き保存］をクリックします。 2 

［閉じる］ボタンをクリックします。 3 
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4 - 5  
 

ＣＡＤ と ＣＩＭＰＨＯＮＹ のデータを同期する 
 CADとＣＩＭＰＨＯＮＹのデータを同期します。 

［作業の選択］タブ－ 

［アプリケーション］グループ－ 

［CAD］をクリックします。 

1 

作業データ（ここでは「ＣＡＤ

1」）をダブルクリックします。 
2 

CIMPHONYのデータが更新されている

場合はメッセージが表示されます。 

5 

［共通］タブをクリックします。 3 

［連携］グループ－ 

［ＣＩＭＰＨＯＮＹ］－［同期］をクリッ

クします。 

4 

同期する現場データの情報、作業

データの情報を確認して［実行］を

クリックします。 

5 

6 

［OK］をクリックします。 6 

2 

1 

3 

4 
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4 - 6  
 

地番を作成する 
取り込んだ座標と図面より地番を作成します。 

［専用作図］タブをクリックします。 1 

4 

［用地登録］をクリックします。 3 

［測量］グループ－［用地支援］

をクリックします。 
2 

用地（塗り図形）の変化点で、

境界点（杭）が配置されていな

い箇所がある場合は、確認の

メッセージが表示されます。 

確認して［OK］をクリックしま

す。 

4 

1 

2 

3 
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5 

6 

7 

8 

［閉じる］ボタンをクリックします。 9 

地番情報がない場合は、［地番結線

をCAD入力］で、CADで地番結線を

入力して［登録地番リスト］に追加でき

ます。 

作成された地番を選択します。 5 

ＣＡＤで作成された地番を確

認します。 
6 

⑤⑥の操作を繰り返して、他の

地番も確認します。 

確認を終了したら［地番登録］

をクリックします。 

7 

［OK］をクリックします。 8 

9 
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4 - 7  
 

点の記を作成する 
点の記を作成します。 

［メイン］グループ－［座標管理］を

クリックします。 
1 

4 

5 

6 

7 

8 

点の記を作成する座標を選択します。 2 

［計算書］グループ－［計算書作

成］をクリックします。 
3 

［点の記］をクリックします。 4 

［OK］をクリックします。 5 

計算書グループを選択します。 6 

［OK］をクリックします。 7 

［プレビュー選択］をクリックします。 8 

1 3 

2 



  

37 

14 

10 

9 

11 

計算書タイプを選択します。 9 10 

 

13 

計算書のプレビューを確認します。 

11 計算書タイプの選択を終了した

ら、［OK］をクリックします。 

13 ［OK］をクリックします。 

14 ［閉じる］ボタンをクリックします。 

点の記が作成されます。 

12 

12 計算書名を入力します。 
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4 - 8  
 

用地実測図を作成する 
用地実測図を作成します。 

1 

［メイン］グループ－［地番管理］を

クリックします。 
1 

2 

用地実測図を作成する地番を選

択します。 
2 

［計算書・図面］グループ－［CAD

配置］をクリックします。 
3 

4 

5 

［CAD：測量図配置］をクリックします。 4 

［OK］をクリックします。 5 

6 

作成する地番の情報、求積方法など 

を確認します。 
6 

3 
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10 

7 

［用紙割付］をクリックします。 7 

9 

8 

10 

 

配置方法などを設定します。 8 

［ページ配置］をクリックします。 9 

［作成］をクリックします。 

測量図が配置されます。 

続けて、求積表の配置位置を指定します。 
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